
ある企業が全国から１０００人の喫煙者を

抽出して実施した喫煙者の意識調査による

と、左図のとおり約９割の喫煙者は「肩身が

狭い」と感じています。その理由は「周囲の

健康への影響」や「他人に与えてしまうニオ

イ」、「喫煙できる場所が少ない」などだった

そうです。この結果をみると、ほとんどの喫煙

者が引け目や窮屈さを感じながらタバコを吸

っているようです。 

 

一方、国立がんセンターが実施した「家族

のたばこについて国民意識調査」によると、

左図のように、子どもに「絶対、たばこを吸わ

せたくない」、「できれば吸わせたくない」と思

っている親が合わせて８０％以上を占めてい

ます。そして、下図を見て下さい。これから結

婚する場合、相手の喫煙について、「絶対、

吸ない人が良い」「できれば、吸わない人が

良い」と思っている人が合わせて約７０％を占

めています。 

 

いかがでしょうか。自分の子供には「タバコ

を吸わせたくない」、結婚するなら「タバコを吸

わない人が良い」とする人が大多

数です。そんな風潮を知ってか

知らずか、すでに「肩身が狭い」

と感じながらタバコを吸い続ける

喫煙者には、ますますタバコを吸

いにくい世の中になって行くこと

でしょう。 

 

それでも、タバコを吸い始める

必要があるでしょうか。 
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